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人
員
確
保
闘
争
の
推
進
を
　
　

適
正
な
人
員
配
置
め
ざ
す

県
本
部
は
、
組
合
員
の
生

活
や
職
場
の
現
状
を
把
握

し
、
賃
金
・
労
働
条
件
の
改

善
に
む
け
た
要
求
づ
く
り
の

基
礎
資
料
と
す
る
た
め
、
毎

年
春
闘
期
に「
生
活
・
労
働
実

態
調
査
」を
実
施
し
て
い
ま

す
。
２
０
２
３
年
は
　
単
組

31

５
０
７
５
人
か
ら
回
答
を
得

ま
し
た
。

調
査
で
は
、
職
場
要
求
の

課
題
と
し
て
「
賃
金
・
労
働

条
件
に
関
す
る
要
求
改
善
項

目
は
何
で
す
か
」
の
問
い
に

対
し
、
別
表
１
の
と
お
り
　15

の
項
目
の
中
で
「
職
場
の
人

員
増
」
と
の
回
答
が
他
の
項

目
を
大
き
く
上
回
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
結
果
は
、
今
年
度

に
限
っ
た
こ
と
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

ま
た
、
「
必
要
な
時
に
年

休
が
取
れ
て
い
ま
す
か
」
の

問
い
で
は
、
３
割
が
「
で
き

な
い
」
と
回
答
し
、
そ
の
理

由
の
第
一
に
「
人
員
不
足
」

を
挙
げ
て
い
ま
す
。（
別
表

２
）こ

の
結
果
は
、
地
域
公
共

サ
ー
ビ
ス
を
担
う
職
場
が
慢

スポーツ大会茨城県大会
 野球大会 
予選　６/13（火）　　予備日　６/14（水）
　　　水戸市総合運動公園　軟式球場
決勝　６/28（水）
　　　ノーブルホームスタジアム水戸

性
的
な
人
員
不
足
で
あ
る
こ

と
を
実
証
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
、
長
年
に
わ
た
る
行
き

過
ぎ
た
人
員
削
減
を
背
景
と

す
る
も
の
で
す
が
、
こ
れ
ま

で
は
最
低
限
の
人
員
で
も
職

員
の
努
力
も
あ
り
、
か
ろ
う

じ
て
サ
ー
ビ
ス
が
維
持
さ
れ

て
き
た
と
い
え
ま
す
。

さ
ら
に
、
災
害
対
応
や
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
応
な
ど
非
常
時
の
業
務
量

も
加
わ
り
、
人
員
不
足
に
よ

る
恒
常
的
な
時
間
外
勤
務
の

状
況
は
深
刻
化
し
て
い
ま

す
。自

治
体
と
し
て
の
責
務
で

あ
る
住
民
の
生
命
と
財
産
を

駅
悦

詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
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５
月
３
日
、「
憲
法
施
行

　
周
年
・
憲
法
擁
護
市
民
の

76つ
ど
い
」
が
水
戸
市
の
県
青

少
年
会
館
で
開
か
れ
、
１
５

改憲でなく平和外交を
5.3憲法擁護市民のつどい

０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

は
じ
め
に
、
２
団
体
共
同

主
催
の
う
ち
の
１
つ
で
あ
る

県
平
和
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
千
歳

益
彦
代
表
（
県
本
部
執
行
委

員
長
）
が
あ
い
さ
つ
し
、

「
岸
田
政
権
は
十
分
な
議
論

を
行
わ
ず
防
衛
費
増
額
や
、

安
保
関
連
３
文
書
を
閣
議
決

定
だ
け
で
決
め
、
日
本
国
憲

法
や
こ
れ
ま
で
の「
専
守
防

衛
」
を
逸
脱
し
て
い
る
。
平

和
を
守
る
取
り
組
み
を
強

め
、
改
憲
反
対
を
強
く
訴
え

よ
う
」と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

続
い
て
、「
未
完
の
日
本

国
憲
法
を
補
完
す
る
―
日

中
・
不
再
戦
辺
野
古
米
軍
新

基
地
建
設
反
対
」
と
題
し

て
、
戦
争
を
さ
せ
な
い
１
０

０
０
人
委
員
会
事
務
局
長
の

内
田
雅
敏
弁
護
士
が
講
演
し

ま
し
た
。

内
田
弁
護
士
は
、
沖
縄
返

還
や
日
中
国
交
正
常
化
、
近

隣
ア
ジ
ア
諸
国
と
日
本
と
の

交
流
の
歴
史
を
振
り
返
り
、

守
る
た
め
に
も
、
非
常
時
だ

け
で
は
な
く
平
常
時
に
お
い

て
も
適
正
な
人
員
の
配
置
を

求
め
、
住
民
が
安
心
し
て
生

活
で
き
る
公
共
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

人
員
確
保
は
組
合
員
が
最

も
重
要
視
す
る
要
求
項
目
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
県
本
部
は

３
月
の
臨
時
大
会
で
提
起
し

た
と
お
り
人
員
要
求
を
喫
緊

の
課
題
と
し
、
人
員
確
保
闘

争
の
取
り
組
み
を
進
め
ま

す
。取

り
組
み
は
、
県
本
部
が

実
施
し
た
「
生
活
・
労
働
実

態
調
査
」
や
単
組
独
自
の
ア

ン
ケ
ー
ト
結
果
な
ど
に
加

え
、
職
場
の
組
合
員
か
ら
の

意
見
を
吸
い
上
げ
る
な
ど
職

場
点
検
・
実
態
把
握
を
行

い
、
４
月
１
日
の
人
員
配
置

状
況
の
確
認
と
合
わ
せ
、
段

階
的
定
年
引
き
上
げ
が
行
わ

れ
て
も
継
続
的
な
新
規
採
用

を
求
め
、
確
実
な
人
員
の
確

保
を
め
ざ
し
ま
す
。

同
時
に
、
時
間
外
労
働
の

実
態
を
明
ら
か
に
さ
せ
、
恒

常
的
に
時
間
外
労
働
が
生
じ

て
い
る
職
場
は
業
務
量
に
応

じ
た
適
切
な
人
員
配
置
と
時

間
外
縮
減
に
む
け
た
実
効
性

あ
る
取
り
組
み
と
し
ま
す
。

全
単
組
が
必
要
な
人
員
を

確
保
で
き
る
よ
う
実
態
把
握

に
よ
る
要
求
と
交
渉
・
協
議

実
施
に
む
け
、
県
本
部
も
支

援
を
行
い
ま
す
。

台
湾
有
事
や
海
洋
進
出
を
強

め
る
中
国
に
対
し
て
は
、
沖

縄
米
軍
基
地
ミ
サ
イ
ル
防
衛

網
設
置
な
ど
武
力
に
よ
る
も

の
で
は
な
く
外
交
に
よ
る
解

決
を
望
む
と
と
も
に
、
辺
野

古
の
米
軍
新
基
地
建
設
の
反

対
を
訴
え
ま
し
た
。

次
に
、「
東
海
第
２
原
発

差
止
訴
訟
―
東
京
高
裁
の
た

た
か
い
」
に
つ
い
て
東
海
第

２
原
発
運
転
差
止
訴
訟
原
告

団
共
同
代
表
の
大
石
光
伸
さ

ん
が
報
告
を
行
い
、
廃
炉
に

追
い
込
む
た
め
水
戸
地
裁
に

続
き
高
裁
で
も
勝
ち
抜
こ
う

と
支
援
を
求
め
ま
し
た
。

集
会
後
は
、
参
加
者
が

「
止
め
よ
う
！
改
憲
・
大
軍

拡
」
な
ど
プ
ラ
カ
ー
ド
を
掲

げ
て
水
戸
市
内
を
デ
モ
行
進

し
、
市
民
へ
む
け
て
ア
ピ
ー

ル
を
行
い
ま
し
た
。

憲
法
記
念
日
に
開
か
れ
た

憲
法
擁
護
市
民
の
つ
ど
い

水
戸
市
内
を
デ
モ
行
進
し

改
憲
反
対
を
ア
ピ
ー
ル

0 500 1,000 1,500 2,000 2,500 3,000 3,500 4,000

賃金・労働条件に関する
要求改善項目は？
（複数回答可）

（人）

職場の人員増

年休の自由取得・完全取得

諸手当・旅費等の改善

職場環境の改善

時間外労働の縮減

勤務評定・人事評価の廃止、見直し

夏季休暇日数の拡大

地域手当（増額）

リフレッシュ休暇の新設・改善

看護・介護休暇制度の改善

再任用制度の義務化・退職手当の改善

地域手当（新設）

男女・職種などによる賃金格差の是正

健康管理や労働安全衛生の改善

育児休業制度改善

その他

無回答
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別表１

２
０
２
３
生
活
・
労
働
実
態
調
査

必要な時に
年休を取得できますか？

取得できない理由
できる
71% できない

28%

人員不足
44% 仕事が

忙しい
40%

無回答
1%

職場の雰囲気 6%
上司の態度 3%

無回答
　7%

別表２
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（25歳から40年間）

（45歳から20年間）

178.1万円

157.8万円

20万円以上
の差!!!

弁護士費用等補償特約
（賠償対応補償付）　

組合経由で加入するだけで

団体割引 32.5％※が適用!!
契約者＝組合員で同居家族の車にも!!

※上記の掛金は、制度改定２年目の掛金です。組合員本人（～60歳）の掛金は、制度改定後３年間「基本契約・
　経過掛金」が適用され、更改期ごとに変動します。制度改定４年目に本則掛金となります。

「じちろう退職者
　団体生命共済」

・・・
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